
現状のリスク情報や取組状況の共有

資料－３－１



（１）現状の水害リスク情報
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H.16. 7.13　帝石橋
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277.0mm/2day ダム・氾濫戻し流量

約4,070m3/s

実績流量

約2,485m3/s

H.23. 7.30　帝石橋
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388.4mm/2day

実績流量

約3,400m3/s

ダム・氾濫戻し流量

約3,600m3/s

○平成16年7月新潟・福島豪雨では、前線の停滞により、帝石上流域で総雨量約280mm、五十嵐川流域においては総雨
量約400mmが観測され、五十嵐川・刈谷田川などで破堤氾濫が生じた。

〇平成23年7月新潟・福島豪雨では、前線の停滞により降雨が長期化し、帝石上流域で総雨量約450mm、五十嵐川流域
においては総雨量約690mmが観測された。平成16年7月新潟・福島豪雨を上回る規模の出水で、信濃川(下流)の観測
所では軒並み最高水位を記録したが、災害復旧事業の整備区間では外水氾濫は発生しなかった。

近年の洪水発生状況
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信濃川下流

平成16年7月新潟・福島豪雨時 平成23年7月新潟・福島豪雨時



○H16.7新潟・福島豪雨は前線の停滞により、帝石上流域で総雨量約280mm、五十嵐川流域においては総雨量約
400mmが観測され、五十嵐川、刈谷田川などで破堤氾濫が生じた。
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過去の被害状況①
信濃川下流

出典：新潟県HP

(http://www.pref.niigata.lg.jp/HTML
_Article/P5_7,1.pdf)

浸水面積（ha） 浸水家屋（戸） 人的被害（名）

宅地 農地 計 床上 床下 計 死者 重軽傷

490 830 1,320 6,839 742 7,581 9 80

浸水面積（ha） 浸水家屋（戸） 人的被害（名）

宅地 農地 計 床上 床下 計 死者 重軽傷

250 903 1,153 986 1,211 2,197 3 0

(S41年完成)

(H7年完成)

(S57年完成)

H16.7新潟・福島豪雨 浸水区域図 H16.7新潟・福島豪雨 浸水状況

●五十嵐川流域浸水被害状況

●刈谷田川流域浸水被害状況



(S41年完成)

(H7年完成)

(S57年完成)

○H23.7新潟・福島豪雨は前線の停滞により降雨が長期化し、帝石上流域で総雨量約450mm、五十嵐川流域にお
いては総雨量約690mmが観測された。
○平成16年7月新潟・福島豪雨を上回る規模の出水で、信濃川(下流)の観測所では軒並み最高水位を記録したが、
災害復旧事業の整備区間では外水氾濫は発生しなかった。
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過去の被害状況②
信濃川下流

浸水面積（ha） 浸水家屋（戸） 人的被害（名）

宅地 農地 計 床上 床下 計 死者 重軽傷

37 346 383 69 65 134 1 0

浸水面積（ha） 浸水家屋（戸） 人的被害（名）

宅地 農地 計 床上 床下 計 死者 重軽傷

15 154 169 186 101 287 0 0

H23.7新潟・福島豪雨 浸水区域図 H23.7新潟・福島豪雨 浸水状況

●五十嵐川流域浸水被害状況

●刈谷田川流域浸水被害状況

信濃川水門・関屋分水路

保明新田水位観測所付近

瑞雲橋付近



○H23.7新潟・福島豪雨はH16.7新潟・福島豪雨を上回る規模の洪水であり、信濃川・中ノ口川においてHWLを超過
する区間が生じた。
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過去の被害状況③

平成23年７月新潟・福島豪雨での被害状況

信濃川下流



○信濃川（下流）における堤防が決壊した際の浸水想定区域図を信濃川下流河川事務所のHP等で公表。
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浸水想定区域
信濃川下流

洪水浸水想定区域図（想定最大規模） 洪水浸水想定区域図（計画規模）



現状の堤防整備状況
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刈谷田川

万盛橋 本川橋
信濃川
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信濃川第一橋

平成大橋

関屋大橋
有明大橋
堀割橋
浜浦橋
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万代橋

柳都大橋

新潟西港

西川

中之口川

五社川

昭和大橋

八千代橋

鳥屋野潟

凡 例

計画断面堤防

計画断面に満たない堤防

河川名
堤防延長 参考

計画断面堤防（ａ） 堤防必要区間（ｂ） ａ／ｂ（％）

本川・本川下流 １００.８ １０８.５ ９２.９

※計画断面堤防とは、計画高水位以下の水位の流水を安全に流下させることを目的として必要となる標準的な堤防の断面形状を有する堤防。
※計画断面に満たない堤防とは、標準的な堤防の断面形状に対して高さ又は幅が不足している堤防。

※平成28年3月末時点
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○平成２８年３月時点の堤防整備率は９２.９％である。
○計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、堤防の整備が必要である。

信濃川下流
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○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、危険箇所を早期に発見するために、あらかじめ水防
上特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所として周知している。
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Ａランク
指定区間

Ｂランク
指定区間

重点区間

7.39km 78.02km 14.29km

重要水防箇所
信濃川下流

堤防高（流下能力）

堤防断面

Ａランク ： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の
流下能力が不足し、堤防高を越える箇所。

Ｂランク ： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、
計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

Ａランク ： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が
半分に満たない箇所。

Ｂランク ： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が
不足しているが、半分以上はある箇所。

法崩れ・すべり、漏水
Ａランク ： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。
Ｂランク ： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。

また、すべり破壊に対する安全度が基準値以下の箇所や、基礎地盤及び堤体の土質等から
みて漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。

※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても評定基準を定めている。また、新しく
堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所、または、履歴を残すため
「要注意」として整理。 なお、重要水防箇所については信濃川下流河川事務所HPで公表

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinage/sonae/suibou/index.html

平成28年度信濃川下流管内
重要水防箇所図

水防上巡視を必要とする構造部

Ａランク Ｂランク

重点区間
上記Ａランク区間において、特に水防時に重点的に巡視すべき区間を設定。


